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水田の保全と活用、お米の価格問題を考える 6生協合同学習会
―生産者と消費者が共につくる持続可能な農業へ―
パルシステム生活協同組合連合会
代表理事　理事長　　渋澤　温之
平素より当会の運営にご理解・ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
私たちは、産直を通じて「生産と消費をつなぐ」役割を担い、長年にわたり持続可能な食と農の仕組みづくりを進めてきました。近年、米の生産量・消費量の減少に加え、下落が続いていた米価が昨年から大きく高騰し、現在も高い水準が続くなど、日本の食料・農業を取り巻く環境はかつてない局面を迎えています。こうした状況は、生産者の経営の不安定化や消費者の家計負担の増大を招き、水田の維持管理の難しさとも相まって、食料基盤そのものが揺らぎかねない事態となっています。
パルシステムを含む６つの生協は、こうした問題意識を共有し、連帯して日本の食料問題の根幹である水田政策を重点テーマとして取り組むことを確認し、その具体的な第一歩として、6生協合同学習会を開催することとなりました。
本学習会は、水田の多面的機能を改めて確認するとともに、米の価格問題を正面から議論し、2027年に向けた政策提言の基礎を固める場とします。あわせて、農林水産大臣の交代や情勢の変化に左右されることなく、消費者の声を継続的に政策へ届けていく「6生協の連帯」の役割を再確認・強化する重要な機会と位置づけます。
お忙しいところと存じますが、多くの皆様にご参加いただきたく、ご案内申し上げます。
以上
参加申し込みについて
[image: ]【会場参加の方】
右記のURL・二次元コードのいずれかよりお申し込み下さい。
※パルシステム限定の申込フォームです。
　https://forms.gle/af3xc2uBj3MUKcjM7



[image: ]【オンライン参加の方】
右記のURL・二次元コードのいずれかよりお申し込み下さい。
※チラシと同じものです。
https://forms.gle/vcBRhZ9unFWYAPnb7 
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